
発達障がいの原因はまだよくわかっていませんが、現在では脳機能の障がいと考えられてい
て、小さいころからその症状が現れています。以下の特性について、いくつかの特性が重複し
て現われることもありますし、障がいの程度も人によって様々です。
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参考：発達障がいについて

参考：関連情報が入手できるホームページについて

発達障害情報・支援センター
（国立障害者リハビリテーションセンター）

ＵＲＬ：http://www.rehab.go.jp/ddis/

・日常生活において発達障がいに気づくための
基本的な情報

・発達障がいの方の特性に応じた生活場面での対応
・発達障がいの特性やよくある誤解など
・発達障がいのある方が活用できる支援情報 等

発達障害教育推進センター
（（独）国立特別支援教育総合研究所）

ＵＲＬ：http://icedd_new.nise.go.jp/

・教材・支援機器
・発達障がいのある子どもの特性や教育に関する
研究

・発達障がいに関する国の最新の施策や法令等 等

知的な遅れ

を伴うことも

あります

自 閉 症

自閉スペクトラム症（ASD）

アスペルガー症候群

●言葉の発達の遅れ

●コミュニケーションの障がい

●対人関係・社会性の障がい

●基本的に、言葉の発達の遅れはない

●コミュニケーションの障がい

●対人関係・社会性の障がい

●パターン化した行動、興味・関心の

かたより

注意欠如多動症（ADHD）

限局性学習症（LD）

●不注意（集中できない）

●多動・多弁

（じっとしていられない）

●衝動的に行動する

（考えるよりも先に動く）

●「読む」、「書く」、「計算する」等

の能力が、全体的な知的発達

に比べて極端に苦手

※このほか、トゥレット症候群や吃音（症）なども発達障がいに含まれます。

限局性学習症（LD）


